外科手術侵襲後の尿中17－Ketosteroidの動態に関する研究 by タナカ, ヒデユキ & 田中, 英之
Osaka University
Title外科手術侵襲後の尿中17－Ketosteroidの動態に関する研究
Author(s)田中, 英之
Citation
Issue Date
Text Versionnone
URL http://hdl.handle.net/11094/30289
DOI
Rights
氏名・(本籍)
学位の種類
学位記番号
学位授与の日付
学位授与の要件
学位論文題目
論文審査委員
〔目的〕
134} 
た ひで ゆき
田 中 英 之
医 字 博 土
第 206 7 巧r::J 
昭和 45 年 4 月 20 日
学位規則第 5 条第 2 項該当
外関科す手る術研侵究襲後の尿中17- Ketosteroidの動態に
(主査)教授曲直部寿夫
(副査)教授西川光夫教授岡野錦也
論文内容の要 ヒ。目
近年の ACTHの作用機序に関する Haynes ， Sutherland らの研究により、 ACTHはcholesterol より
pregnenolone の生合成を促進することが明らかにされた。したがって、 cortisol の生合成の促進す
る時は、副腎性 androgen の分泌もまた増加することは当然であると考えられる。手術侵襲時には、
cortisol の分泌が著増し、尿中17-Hydroxycorticosteroid (17-OHC S) 、血中 cortisol の増加する
ことも、多くの研究者により明らかにされているので、その際尿中 17-Ketosteroid (17-KS) も増
加するであろう事は当然予想される。手術後の尿中17-K S の変動に関しては、 1950年頃迄は術後増
加するとの成績が多く、以後は不定の成績が発表されている。
著者らは、重症筋無力症患者の胸腺別出術後の尿中17-0HCS 、 17-KS の研究に端を発し、外科
手術後の尿中17- K S 排池量は、術後 3 週、 2 ヶ月、 6 及至 8 ヶ月で減少するという意外な事実を明
らかにした。
したがって、著者は、尿中17-0HCS の著増する術後 1 週間以内の 17-KS の量的、質的変動を明
らかにせんとして以下の実験を行なった。なお術後は尿中Zimmermann 反応陽性の17-KS 以外の物
質が増加するので、 chromatograph により個々の17KS を比較的純粋の型とした後測定し、その総和
で17-K S 総量とした。
〔研究方法ならびに成績〕
〔方法〕 過去に steroid 治療をうけていないで、臨床的に内分泌機能、肝機能、血液化学等一般検
査に異常のない症例をえらんだ。 20~40才の 9 例の男子肺結核患者の肺葉切除術を施行した群、 20~
70才の女子の胸部、腹部手術 9 例について検索を行なった。麻酔は気管内麻酔で、術中、術後の合併
症は全例に認めなかった。術前、術後 7 日目迄の尿を正確に蓄尿し、 β-glucuronidase 加水分解、
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sulfate の加水分解後抽出 Keton 分画を得、これを Amberlite IRC-50 を吸着剤に使用する溶出クロ
マトグラフィ一系を使用して、17-0HCS 、 17-KS の各分画に分離、poter-Silber 反応、 Zimmermann
反応で定量した。
〔成績〕 男子肺葉切除例では、尿中17-0HCS は術後 1 日目から 7 日日迄有意に増加した。しかし、
17-KS の総量は、術前に3. 7附 /24h 尿中であったのが、術後 2 日目より有意の減少を示し 7 日目に
及んだ。 (2.2mg~ 1. 7mg/24h) 17-KSの各分画の中では、 C19 02-17-KS (Dehydroepiandrosterone 、
E tiocholanolone 、 Androste rone) の減少が著明で、 C19 03 -17-KS は、術後 1 、 2 日目ではかえ
って増加した。これは cortisol が一部 C19 03 -17-KS に代謝されて尿中に現れるためと考えられる。
女子手術例でも、ほぽ同様の結果を示したが、 17-K S 総量、 C19 02 -17-KS の減少は男子症例
ほど明らかではなかった。
また 5β H-steroid/5α-H-s teroid (Etiocholanolone/ Androsterone) は術後第 1 日目から有
意の増加を示した。
〔総括〕
著者は外科手術による生体反応を内分泌の面から検討しようとして、術後の尿中 steroid hormone 
特に尿中17-K S 排池量の動態を可及的精細に追求して次の結論を得た。①尿中総17-K S 排池量は、
術後第 1 日目から 3 日目にかけておよそ半減し、術後 1 週間目まで有意の減少を持続する。即ち術後
1 週間前後の尿中総17-0HCS排池量がかなり高値を示している時期に、尿中総17- K S 排池量は有
意に減少し、術後の尿中 steroid hormone の動態の中で 17-0HCS と 17-KS に解離した動態を
示すことを明らかにした。②尿中17-K S 分画の量的変動は C19 02ー17-KS の減少が著明である。
( Etiocholanolone/ Androsterone の比率は、生体に手術侵襲が加わると、増加することを明らかに
した。
手術侵襲後は、 17-KS 以外の尿中の Zimmermann 反応に呈色する物質が増加する事は当然考えら
れる。
著者は、これら不純物を chromatograph で除去して、 17-KS 各分画を定量することにより上述の
知見を得ることが出来たと考える。
論文の審査結果の要旨
手術後生体は、 catabolic phase にかたむくと云われ、そして術後臨床的にanabolic hormone の投
与も行なわれている。しかし手術後の androgen の動態に関する研究は数少なく、この問題に関する
病態生理学的な資料は殆んどない。そこで生体内で anabolic action を有する androgen は手術後どの
様に変化しているのかを知る必要があり、先づ androgen の代謝産物である尿中 17- Ketosteroid を
極めて正確な方法即ち、関・松本の開発した Amberlite IRC-50 による column-chroma tography を
用いて分画測定する事によって、手術後の生体における and rogen の動態を推測しようとした。
その結果、尿中総17-K S 排、准量は術後 1 週間にわたって著明に減少し、生体は androgen 減少の
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状態にある事が判明した。
以上の事実は術後代謝の研究に資するところ大なるものがある。
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